
HP からもご覧
いただけます

橋本市立城山小学校 令和６年７月１９日発行 校長室から

４月８日（月）の始業式に始まった令和６年度もあっ
と言う間に３か月が過ぎました。その間のみんなの頑
張りには目を見張るものがあり、大きくたくましく成長
したなと感じています。一人ひとりの良さを十分発揮 ５・６年生の調理実習で、多
し、素晴らしい城山小学校を創ってくれました。本当に くのボランティアの方に見守っていた
よく頑張ったと思います。地域の方もいつも褒めてくれ だ きながら野菜サラダ
ています。 やスクランブルエッグ等

を作りました。野菜の切
り方や片付けなどこれから役に立つ
ことをたくさん教えていただきました。

そんなみんながより一層元気でたくましい城山っ子
になれるチャンスが、明日からの夏休みです。みんなき 今年もたくさんのボランティアの先生
っと楽しみにしていることでしょう 。 ３ ７日間の長い休 に算数を教えていただきました。丁寧に教えてくださ
み、普段学校があるときにはない「自由な時間」があ るのでどんどんプリントを仕上げることができていま
ります。自分で考え行動できる時間です。「今しかでき す。終わったプリントは、持ち帰って丸付けをしてくだ
ない事」「今だからできる事」にチャレンジできる時間 さり、学校まで届けてくれています。どんどん力がつ
です。この自由な時間を有意義に使ってください。例え いてきたようです。
ば、「本を３０冊読んだよ。」「毎日ラジオ体操をして体
を鍛えたよ。」「自分の仕事を決めて毎日続けたよ。」 ２ ・３年生の放課後学習です。まずは今
・・・どんなことでもいいです。１回で終わることよりも、 日の宿題を見てもらいながら仕上げます。温かく見
続けて取り組めることの方がいいですね。簡単にでき 守り、わかりやすく教えてくださるので、みんな素早
る事よりも、ちょっと難しいと思うことに挑戦する方が く宿題を仕上げることができていました 。終わった
達成した時の喜びも大きいと思います。何をするかじ 後、ボードゲームをしている子もいました。楽しみに
っくり考え、挑戦してください。そして、夏休みが終わっ している子が多いです。
た時に、担任の先生や校長先生に「こんな
ことを頑張ったよ。」と自慢話を聞かせてく 全学年の第 １回目お
ださい。全員分聞かせてもらうのを楽しみに はなしのいすが終わりました。たくさ
しています。 んの絵本を準備して読んでくださる
そして、もう一つ校長先生との約束です。 のでみんな一生懸命聞いていまし

８月２６日（月）水の事故や交通事故などに遭わず、み た。また、夏ならではのお話もあり、
んな揃って元気に学校へ戻って来てくださいね。一段 子ども達はもちろん教師も楽しま
とたくましく成長したみんなに会えることを楽しみにし せていただきました。
ています。

６月２５日（火）５年生
が防災について学んできました 。校
区を９班に分け 、地域の防災士さん

夏休みは、普段学校がある時と違い、お子さんと過 に危険な場所や気を付けなければい
ごす時間が多くなります。保護者の方と一緒に過ごす けないことについて詳しく教えていた
時間は、子ども達の成長に、なくてはならない瞬間だと だきました。また、サポーターさんにも
思います。ぜひ、いろいろな体験をさせてあげてくださ 見守っていただき、学ぶことの多い探
い。ちょっと我慢が必要なこと・粘り強く取り組まなけ 検をすることができました。
ればならないこと・・ ・などです。小学校時代の我慢の
体験は、これから先、どんな困難にぶち当たっても乗り ２年生がボランティアさんに道案内

越えていく力になります。予測不能な をしていただきながら 、町たんけんに行ってきまし
現在社会で幸せに生きるために一番 た。見学先では、詳しく教えてもらい質問に答えても
大事な力です。そして、成功体験もた らいま した 。 初めて見
くさんさせてあげてください 。やれば せてもらったこともたく
できるという自己肯定感につながり さんあって、帰ってきて

ます。でも、手助けしすぎの成功体験よりは、自分でや から互いに説明しあっ
った失敗の方が良い経験になるかもしれません。失敗 ていました。
することが成功につながっていくことも教えてあげてく 見学させてもらったところ
ださい。そして、お子さんと一緒に過ごす時間をたっぷ １班：えにい待夢さん・調剤薬局ｼｮｳﾜさん
りとってあげてください。今も十分一緒に過ごしてくれ ２班： NN 自動車さん・朝日屋さん
ていると思いますが、ゆっくり話を聞いた ３班：マインズギャラリーさん・郵便局さん
り、一緒に読書に取り組んだり、お料理を ４班：たにげんさん・神戸屋さん
作ったり・ ・ ・と 、お子さんとの時間を大切 ５班：明治牛乳店さん：朝日新聞屋さん
にしてあげてください。それが、子どもたち
のエネルギーになります。よろしくお願いし
ます。


